






１　素焼きとは 700℃～ 900℃で焼成することをいう。その目
的は素地の吸水性を増して釉をかける操作をしやすくし、
また取り扱いが便利になるようにすることである。文部
科学省　『セラミック工業』　実教出版株式会社　2018 年　
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２　原初的焼き物は焚き火の火力を利用したものであり、炎に
よって生じた熱は上空に逃げていくため高温を生み出すこ
とは難しい。焚き火の周りを石で囲い斜面を掘って火を焚
くことで輻射熱を得ることができるようになり、さらに上
部を覆って窯とすることで熱をためこむことができるよう
になった。
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４　塑像の台座となるような粘土の塊のこと。華奢な脚で立つ
ような造形の場合、形態的なバランスを保つ上でも必要な
造形となる。

５　直線の運動によって描かれる曲面のこと。平面、柱面、錐面、
接線曲面、双曲面、双曲放物面、螺旋面などがある。

６　水分が多い泥状の粘土のこと。素地とドベの水分量に違い
がありすぎると亀裂や剥がれなどの原因となる。
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